


　従来は、選挙権を持つまでには高校卒業後しばらくの猶予期間がありまし

たが、今回の法改正によって、全ての高等学校の中に選挙権を持つ生徒と選

挙権を持たない生徒が混在する状況が生まれました。この状況を十分に認識

し、今まで以上に組織的に、公民としての資質を育む主権者教育を推進して

いかなければなりません。

的

岡山県高等学校教育研究会地理歴史・公民部会長



推進





（１）本県の現状と課題

さらに

・

・

・

・

　各校での創意工夫により、実践的な学習活動として、選挙管理委員会と連携し

て地域活性化をテーマとした模擬選挙、地域振興策について高校生が質疑を行う

模擬議会、選挙の棄権に罰則を設けるべきかを題材にしたディベート、住みやす

い町づくりにむけての模擬請願などの活動。

 これらの取組のもと、平成２８年７月の参議院議員選挙、同年１０月の県知事選挙で

の１８歳の投票率は、２０代の投票率より高くなるなど、一定の成果があった。

　　　　　　　　　　　　　　　「第二次岡山県教育振興基本計画」（平成２８年２

月策定）では、「地域や社会を良くするために何をするべきか、考えることがある生

徒」の育成を図ることとしている。

る。
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教員
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 コラム  

主権者教育は選挙の前か、後か 

 

岡山大学大学院教育学研究科 桑原敏典 

（本委員会副会長、副教材作成協力者） 

 

  18 歳の投票率は、全投票率をやや下回るくらいだということだが、それが 19 歳

になるとぐっと下がって、10 ポイント前後低くなるらしい。18 歳で初めて選挙に

行った若者も、一年後には選挙の価値や意義をそれほど重要に考えなくなってしま

ったということかもしれない。確かに、我々でも自分の一票によって世の中や政治

の流れが変わったと実感できることは少ない。むしろ、いったい自分の一票は何の

ためだったのか、本当に選挙で社会は変わるのかという疑問を感じることの方が多

い。18 歳の若者であれば、なおさらではないか。しかし、皆がそのように考えて投

票を放棄すれば、もはや民主主義は成り立たなくなってしまう。以上のように考え

ると、選挙の前の投票を促す主権者教育はもちろん大切だが、選挙の後に振り返ら

せる主権者教育の取組にも力を入れていくべきではないか。 

 選挙を振り返る主権者教育の方法はいくつか考えられる。まず、選挙の結果を振

り返る主権者教育が考えられる。事前に自分が予想した結果や自分の投票行動と比

較して、世の中の人がどのように考えて投票したか、政治や社会に何を望んでいた

かを考えさせる学習によって、人々の考えが政治や社会をどのように動かしていく

かを捉えさせることができる。また、生徒自身の投票行動を見直させる学習も考え

られる。自分は選挙に向けてどのように情報を収集し、投票にあたっては何を重視

したか、それは他の人の判断や行動と同じであったか、違っていたかを考えさせる

ことで、選挙に向けての望ましい意思決定のあり方を考えさせることができるので

はないか。 

主権者教育の成果として、投票率に注目が集まりがちだが、数字に惑わされるこ

となく、一人ひとりの生徒がどのように選挙に向き合ったかを見取る主権者教育が

これからは必要ではないか。 
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　主権者教育については、知識・理解だけにとどまらず実践的・探究的な学習活動を

取り入れることが求められており、公民科の授業以外に、その他の教科や総合的な

学習の時間・ホームルーム活動・生徒会活動・学校行事などの場面で実施されるもの

である。このような学習活動を、校内で円滑に実施していくために、校長を中心とし

た校内組織の設置をぜひすすめたい。

　高等学校では、主権者教育は公民科の授業が学習活動の中心となるが、「選挙」と

いう視点だけでなく、生徒が社会において、主権者として主体的に行動できるよう

になることが肝要であることから、地理歴史科や家庭科などの教科や、総合的な学

習の時間・ホームルーム活動・生徒会活動・学校行事などの場面を通して実施され

なければならない。例えば、地理歴史科では、選挙権獲得の過程について、家庭科

では消費生活の単元で、社会人としての自立について学習を行う。その他の教科にお

いても、「思考力・判断力・表現力」等、主権者として身に付けるべき資質の育成を

通じて、主権者教育とつながっていると言える。

史Ａ・Ｂ」の科目選択、あるいは家庭などの開設学年などが関連してくる。いずれに

しても、重要なことは、各学年で指導すべき内容を明確にして、３年間を見通した計

画を作成し、全教員が一丸となってあらゆる教育場面を通じて主権者教育を実施する

ことである。
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下記

　今回、１８歳以上の高等学校等の生徒は、選挙運動を行うことなどが認められるこ

ととなったため、公職選挙法違反とならないように、公職選挙法の規定などの必要な

知識を保護者にも周知しなければならない。学校のみで主権者教育を行うのではな

く、選挙運動等に際して保護者にその留意点を周知する取組を行う必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本事例集-6-

1-参照）の配付等で、学校と保護者が今まで以上に連携を深め、共に主権者教育に取

り組む意識付けや体制を構築することが求められる。
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実践例

学校全体で取り組む主権者教育　～県立岡山御津高等学校～

～校内推進体制整備の実践例～

指導の実際
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「待つということ」 「空をかついで」 「空をかついで」

大人とは何か、という問いに対
しての自分の考えを相手に伝
わるように説明する。

「空」という言葉から想像される
現実の社会の問題について、
自分の言葉で表現し、意見を
出しあってまとめる。

世界を受け継いでいくという詩
のメッセージを受け取り、自分
の言葉で表現する。

「アテネの民主政」 「帝国主義と植民地支配」 「アテネの民主政」

民主政の特徴を他の政治形態
と比較して考える。

植民地支配が現代社会に及
ぼした影響について話し合う。

民主政の特徴を考えることか
ら、自らの政治への関わり方を
まとめる。

「明治憲法」 「大正デモクラシー」

明治憲法成立時の社会情勢と
現在を比較し、よりよい政治形
態のあり方について話し合う。

政党政治の成立について考え
ることで、自らの政治姿勢を自
覚する。

「国家の領域と領土問題」

日本周辺の領土問題を、我が
国の立場を踏まえて考える。

「数と式・因数分解」「数と式・絶
対値」「二次関数・最大値や最
小値」

・複雑な因数分解の方法につ
いて他者にわかりやすく説明
する。
・絶対値記号を含む式につい
て、正しく考察し絶対値記号を
はずす。
・定義域が変化するときの二次
関数の最大値や最小値を求め
る。

「運動の法則」

・生徒それぞれの実験結果か
ら、力と加速度の関係、質量と
加速度の関係を見出し、運動
の法則を導き、説明する。

「中和反応と塩」

・酸性雨問題。
・酸性の排水を中和して、処理
することの重要性について考
える。

「生態系とその保全」

・さまざまな環境問題につい
て、解決すべき課題を挙げ、解
決法を考える。

「家族計画と人工妊娠中絶」 「家族計画と人工妊娠中絶」
「大気汚染と健康」
「高齢者の社会的取り組み」

家族計画の意義や人工妊娠中
絶の心身への影響などについ
て理解するとともに、場面に応
じた適切な意思決定と行動選
択について考える。

妊娠を望まないときに私たちが
とるべき行動は何かを考える。

・環境問題について、自らが出
来る問題解決策を考える。
・高齢者や弱者だけではなく、
誰もが住みやすい環境を作っ
ていくために何ができるか考え
る。

「楽曲の特徴を感じながら鑑賞
しよう」

作曲者、演奏者の表現の特徴
を理解して、自分なりの表現意
図をもって歌唱する。

「絵画・自画像」 「絵画･心の世界」 「ユニバーサルデザイン」

自分の性格や特徴について深
く考察し、他者への伝達及び表
現方法を考える。

現実社会と自分について考
え、何をテーマとして表現した
いかを考える。

誰もが共有可能なバリアフリー
デザインについて問題意識を
持って考える。

「日本文化を紹介」 「環境問題について考える」

英語で日本文化をわかりやす
く紹介する工夫をグループで考
える。

題材（環境問題）について、自
分たちのできることをグループ
で話し合う。

「販売方法と問題商法」
「住宅選択シミュレーション」

「適切な契約のための制度・法
律」

「共生・持続可能な住居」

問題商法の被害にあわないた
めの方法を話し合う。
それぞれのライフスタイルに合
う住宅選びのシミュレーション
をし、必要な情報、資金につい
て考える。

契約のための制度や法律を協
働的に学ぶことで、適切な契約
について考える。

持続可能な住居など将来自ら
が関わる住宅のあり方や課題
を身近に捉える。

「プレゼンテーション」 「情報モラル」 「情報システム」
「ネットワークとコミュニケーショ
ン」

「将来就きたい職業」について
スライドを作り、プレゼン原稿を
作成する。

情報モラルと社会のルールに
ついて考え、情報を扱う責任を
理解させる。

情報社会の課題を見出し、問
題解決を図る手法を身に付け
る。

将来使用する電子メールのマ
ナーを理解し、情報発信時の
望ましい態度を身に付ける。

情報
社会と情報
（１年次）

外国語
コミュニケーション英語Ⅱ

（２年次）

家庭
家庭基礎
（１年次）

芸術

音楽Ⅰ
（１年次）

美術Ⅰ
（１年次）

保健体育
保健
（２年次）

生物基礎
（２年次）

数学
数学Ⅰ
（１年次）

理科

物理基礎
（２年次）

化学基礎
（１年次）

地理歴史

世界史Ｂ
（２年次）

日本史Ａ
（３年次）

地理Ａ
（３年次）

国語
国語総合
（１年次）

公共的な事柄に自ら参画しよう
とする意欲や態度

教科名
科目名

（実施年次）

論理的思考力（とりわけ根拠を
もって主張し他者を説得する
力）

現実社会の諸課題について多
面的･多角的に考察し、公正に
判断する力

現実社会の諸課題を見出し、
協働的に追究し解決（合意形
成・意思決定）する力

資料１　平成２９年度岡山御津高等学校　主権者教育指導計画（抜粋）
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国語科における授業プラン

指導の
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指 導の

　 　　
指 導の

　 　　
指 導の
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地理歴史科における授業プラン

指導の

体制

その後
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「民主政は本当に優れた政治体制だろうか？」 
～アテネの民主政を通じて、現代の民主政を考える～ 

 

１ アテネの民主政が成立するまでに登場した政治体制をすべて書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

２ それぞれの政治体制の長所・短所を考えつく限りすべて書きましょう。 

政治体制 長  所 短  所 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

３ 民主政を堕落させないために必要なことを考えて書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 現在の日本の政治において、あなたが意識するべきことを具体的に書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 授業の振り返り。 

  
既習事項を全員で確認します。

個人で考えてからグループで共有します。 

【身に付けさせたい資質・能力】 

現実社会の諸課題について多面的・ 

多角的に考察し、公正に判断する力 
個人で考えてからグループで共有します。

最後に各グループの代表が発表します。

【身に付けさせたい資質・能力】 

現実社会の諸課題について多面的・ 

多角的に考察し、公正に判断する力 
【身に付けさせたい資質・能力】

公共的な事柄に自ら参画しよう

とする意欲や態度 
個人で取り組みます。 
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～小・中学校における主権者教育の実践例～

実践例（１）　地域との関わりのなかで育てる主権者意識

小学校社会　単元：わたしたちのくらしと政治　　　～総社市立池田小学校～

行

持
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市内でも比較的小さな範囲の地域での活動を対象とする
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実践例（２） 主権者としての在り方を考える－国民主権と間接民主制との関係を通して－

中学校社会（公民的分野）　単元：民主政治と政治参加　　　～県立津山中学校～
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ワークシートに沿って授業を展開する。多様な答えが予想されるＱ１〜Ｑ４につい

ては、生徒の実態に配慮しながら、個人で考える→グループで共有・意見交換する

→全体で発表するといった活動を取り入れ、学習活動を活性化させたい。

付

公職選挙

P6

２

１

　　　・実践例
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Ｑ３　あなたが立候補する立場なら、【２０代に子育て支援政策・６０代

に老後の福祉の政策】どちらの政策を強くアピールする？と問いかける。

Ｑ４　あなたが立候補する立場なら、有権者にどのようなことをアピール

しようとしますか？

副教材P24〜27を参照し、若者の投票率が低くなると、若者の声が政治に

届きにくくなってしまうということに気付かせる。

実際の選挙での政党の主張等の資料に基づき、以下の点に留意しながら生

徒の自分なりの争点づくりを指導することも考えられる。

次時に具体的な模擬争点づくりをさせるなら、必要な資料を持参するように促す。

（発展）このような学習の成果を生かして、生徒会活動などを活用する等して投票

への意識を高めることも考えられる。

教師は政治的中立性を確保して指導する。

( )

付

を

させ、
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が与えられ、選挙運動も可能に。

若者の投票率が低くなると、若者の声は政治に届きにくくなってしまう。

みんなの役に立つことだが、必ずしも直接的な利益につながらないことに税

金が使われているとも言える。

（平成26年の衆議院議員総選挙）
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あなたが立候補する立場なら、有権者にどのようなことをアピールしようとし

ますか？

だ
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　員

付

付

付

について、他者と比較するなどして　

大切

　模擬市長選挙を通して、それぞれの候補者の公約について自分なりに意見形成させ生

徒同士で候補者を選ぶ理由について議論を交わさせることで、多面的・多角的に考察さ

せる。また、既習事項である地方自治の知識を活用し、実践的な活動の中で意見形成さ

せる。（副教材P7、P30～37）

　前時までに、生徒に地域の課題やその解決策について話し合わせる。生徒の意見を参

考に、公開パネルディスカッションの台本や選挙公報を作成する。それらを利用して本

時で「模擬市長選挙」を実施し、候補者の公約について自分なりの意見を考え、投票す

る候補者を決める。次に、各グループ内で候補者を選んだ理由を発表し、質問や反論な

ど議論を重ねる。その後、各グループの代表者がグループ内でなされた議論を全体に発

表し共有する。また、これまでに学んだ地方自治の内容から1票の大切さを伝える。

させる

１

３
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の話し合いの内容を
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　企業を誘致することで、働く世代の人口が街に増えていき、将来的にも人口が維持

できるのではないかと考える。企業誘致には、２つのメリットがある。まず、市民に

とって地元で働く場所ができるという点。そして、市にとっては誘致した企業からの

税金で収入が増えるという点が挙げられる。吉備候補は、市に大学の誘致を考えてい

るようだが、今、社会の流れとして、人口の多い都市に多くの大学が戻ってきている

状況です。

　中学3年生までの通院にかかる医療費の自己負担相当額を市が全額負担する制度にす

る。その理由として、この制度により、子どもが病気にかかった際、どのような経済状況

でも病院を利用できるメリットがあるため。吉備候補者の制度では、お金の使い道が決

まっていないので、そのお金が本当に子どもの支援につながっているのかわからないとい

うデメリットがある。

　中学３年生までの医療費助成制度には反対である。その理由として、本来病院を必要と

しない程度であっても病院を利用するようになってしまうというデメリットが考えられる

から。自己負担がないという理由で病院を利用する子どもが増えれば、将来、市の財政を

圧迫することになりかねない。そこで、子育て支援金として児童手当を受給している子育

て世帯に対して、新しい補助金として毎月5,000円上乗せして支給する。この制度のメ

リットとして、お金の使い道が医療費だけでなく自由であるということが挙げられる。

　市に新しい大学を誘致することで、若い世代の人口を増やしていくべきだと考える。企

業誘致では、その企業が採算が取れないという判断をした場合には、すぐに撤退してしま

うデメリットがある。そこで、私は市で土地や建物の整備などを行い、新しい大学を誘致

できる体制を整える。大学の誘致には２つのメリットがある。1つ目に、若い人の街での消

費活動が増えて、経済効果をもたらしてくれる。２つ目に、地元の人々と大学生の交流に

よる地域問題の解決や地元の文化交流を行うことで地域活性化につながる。

　現在75歳以上の後期高齢者医療制度に対して市独自に65歳以上の方への医療費助成制度

を整えるべきと考える。２つのメリットが挙げられる。1つ目に、医療費の補助による生活

にゆとりが生まれること。2つ目に、医療費としてこれまで払っていた分を介護費用とする

ことができるため、在宅介護を行っている家族の方の支援にも結びつくこと。

概要
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３つの挑戦で○○市をもっと元気にします！

いっしょに考えよう！○○！

　65歳以上の高齢者の医療費を補助します。これにより、高齢者が住みや

すい街づくりを推進します。

相
当
額
の
助
成
を

助
成
し
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
よ

り
利
用
し
て
も
ら
い
、
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
街
を
創
り
出
し

ま
す
。
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現状の格差に対する様々な世代の思いと格差を是正するための解決策についてグ

ループで協議。

を提示グラフ

年齢別投票率（副教材P25のグラフ）に着目させ、議員の立場からすると、

投票率が高い高齢者層の意見を政策に反映しやすいとも言われることを推測

させる。

である

副教材P24〜P27参照

　　　　　　　　　　　　　　　　　 言われる。若者の声を政治に届け、若者向けの

政策を実現させるには、若年層の投票率向上が第一歩となる。本時では資料の読み取

りを通して上記の内容に気付かせ、今後の政治参加への動機付けとしたい。
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使用資料例
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政治的に対立する見解がある現実の課題についても

の大切さを

参照

と

　多様な見方・考え方のある課題について、異なる立場から考え、議論して合意を形成

する活動を通して、主権者として身につけるべき「課題を多面的・多角的に考え、自分

なりの考えをつくる力」「根拠をもって自分の考えを主張し説得する力」「各人の考えを

調整し、合意形成していく力」（副教材Ｐ7）を育成する。

合意形成させる

考えを深めたり
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ワークシート例

　　　る。

合意できるかを

　　自由貿易と
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実践例（５）　地域との関わりのなかで育てる主権者意識

現代社会　単元：ともに生きる社会をめざして　　～県立井原高等学校～

実践

出

の

。

。
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専門学科ならではの視点でまちづくりの方法が説明できるようにする。 

３ 発表の準備をしよう。 

（１）所属する科 科 

（２）今回取り上げた授業や行事 【   】 

授業・行事の概要 

役割と目的 

（各学科・各類型

としての取組） 

（３）見えてきた課題 【    】 

課題の説明（体験してきたことを交えて説明する。） 

（４）考えた解決策

 確かに、 

という意見もでるかもしれませんが、 

４ 感想を書こう。 

観点①園芸科・家政科の取組や、地域課題に対する意見を聞いて感じたこと。

②自分たちで井原市について考えて感じたこと。

③これからの井原市に期待すること。 

専門学科としての地域連携の取組やそこで得た学びを振り

返らせ、地域と関わる学習活動を整理させる。 
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指導計画

実践を終えて

「主権者教育講演会」〜県立岡山芳泉高等学校〜

時間

　生徒は、同世代の大学生が堂々と述べる選挙や政治についての意見を熱心に聞いてい

た。演習でも各グループが活発に議論を行った。いずれも政治参加を身近な課題として

捉えるきっかけとして有効であった。実施後は、「まだ身近な問題だと思っていなかっ

たが、選挙に行って自分の意思を形にするのが大切だと思った」などの感想が聞かれ、

選挙や政治参加に前向きになった生徒が多かったようである。

、

　る

　　る

　選挙権年齢引き下げの背景や若者の政治参加の意義について考え、主権者としての

自覚を高め、選挙や政治に主体的に関わる態度を養う。

、

、

、

、

、
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時間 時間

　　県選挙管理委員会による出前講義。その後、「本校に食堂を設置するか否か」

をテーマに模擬選挙を実施し、投票を体験する。テーマ設定理由は、保護者から食

堂設置の要望もあり、学校生活に直結する身近な課題として設定。選挙管理委員会

とは事前に打ち合わせを行い、前日リハーサルも行う。必要な資料等はメールでや

りとりを行う。実際の選挙で使用する投票箱や投票用紙、選挙入場券は津山市選挙

管理委員会の協力で用意。

　生徒からは、「一票の重みを感じた」、「たくさんの人が関わっていることがわかった」、

「はじめて選挙を身近に感じた」などの感想があった。事後アンケートを分析すると、今

後投票に「必ず行く」、「たぶん行く」が合わせて約９割となった。様々な立場・役割を主

体的に体験し、有権者としての態度や責務を学習した成果であると考えられる。その

後、実施された参議院議員選挙に対して高い関心を示したり、ボランティア活動を通じ

て地域課題へ取り組む生徒も現れた。

（１）県選挙管理委員会担当者が、１８歳選挙権が成立した背景と意義、選挙の課題など

を解説する。

　【ねらい】本時の学習内容に関心をもち、主権者の役割や責任に気付かせ、主権者と

して必要な基礎的知識を身に付けさせる。

（２）立会演説で３名の立候補者（学科の代表を立候補者とし、学科の特徴を出して根拠

をもって演説）が賛成、反対、折衷案の立場からそれぞれの考えを主張する。

　【ねらい】それぞれの主張から多様な意見があることに気付かせる。

　【留意点】それぞれの主張から自分の意見に近い主張を選べるように声かけを行う。

（３）生徒は実際の選挙と同じ手続きを経て、意中の立候補者に投票を行う。

　【ねらい】実際の投票行動を体験する。

（４）開票作業と生徒の代表（各クラスの選挙管理委員）が、津山市選挙管理委員会の指

導の下で行う。開票作業の間、生徒同士で意見交換をしたり、模擬選挙の感想を

ワークシートに記入するなど、振り返りを行う。

　【ねらい】意見交換により多面的・多角的に考察させる。

（５）開票結果の発表に続き、代表生徒複数名に感想を述べさせ、振り返る。

　実際の投票行動を体験することで、主権者の役割と責任および選挙制度に関心をもち、主

権者の責務、よりよい社会を実現していくための方途について理解する。

指導計画

実践を終えて

「選挙管理委員会と連携した模擬選挙」〜県立津山東高等学校〜
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「文化祭でディベート大会」〜県立倉敷南高等学校〜

聞

指導計画

実践を終えて

ニュース等で報道されることをそのまま取り上げるのではなく、自分の日

常生活に関連させて考える。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

　生
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「小論文指導を通じて育てる主権者意識」　～県立笠岡高等学校～

実践例（４）

指導体制

指導計画

行

総合的な学習の時間

　思

　画

主権者教育
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実践を終えて

力 を する
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　とどのような連携・協働ができるでしょうか。
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教員

　　は何でしょうか。
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大切な
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（ ）

）

政治の役割についての考え方（
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（事務局　岡山東税務署税務広報広聴官）
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　県教育委員会が開催する主権者教育担当教員連絡協議会で、高等学校の先

生方が主権者教育に関して現在疑問に思っていることを集約すると、国が作

成した副教材及び指導資料に記載があるものも多くあります。県教育委員会

では、今後、副教材及び指導資料に記載のない質問についても追補していく

予定です。 本事例集-1-5-に示されるように、学校又は学年全体として発展的、系
統的な指導を行う際、総合的な学習の時間や特別活動等にはそれぞれ固

有の目標があることに留意して、それらの目標を実現するために適した

学習活動となるよう、単元の指導計画を立てることが必要である。　

ある。本事例集-1-4-に示されるような校内組織を活用する等して、教員

が自信をもって中立かつ公正な立場で指導することができるようにする

必要がある。

P85

P12

P13
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 選挙運動期間内において、満18歳以上の者であれば、ホームページ、ツ

イッター、フェイスブック、LINEなどのウェブサイト等を利用する方法

による選挙運動を行うことができる。（例えば、自分で選挙運動メッセー

ジを掲示板・ブログなどに書き込んだり、他人の選挙運動の様子を動画

共有サイトなどに投稿したり、他人の選挙運動メッセージをＳＮＳなど

で広めることなど）一方、電子メールを利用する選挙運動は、誹謗中傷

やなりすましに悪用されやすくウィルス等のおそれがあることなどか

ら、候補者や政党等のみに限られ、満18歳未満の者だけでなく、満18歳

以上の者も行うことができない。また、候補者や政党等から来た選挙運

動のための電子メールを他の選挙人に転送することも禁止されている。

基本的な留意点は本事例集-6-1-のチラシにも示している。

　また、学校外で行われる政治的活動等は、家庭の理解の下、生徒が判

断し、行うものであることなどから、本事例集-1-6-も参考にして、学

校と保護者との連携が求められる。

P99

P97

P90

─ 5-2 ─



６
　
資
料
等

─ 6-1 ─



─ 6-2 ─



─ 6-3 ─



─ 6-4 ─



委

委

委




